
や「子育てエコホーム」など大型補助金が始まったことな
どがプラス要因として指摘される。
戸建分譲住宅は、大手パワービルダーの仕入れ・着工の
調整が一巡、需要回復にあわせた供給が始まった可能性
がある。こうしたことに加え、注文住宅や新築マンション
の価格が高騰しすぎたことから戸建分譲住宅へのシフト
が始まった。こうした流れが、この5月の同38.7％増につ
ながったとみられる。
分譲マンションは、供給を後ろ倒しされてきた物件の
着工が今年度に入って始まったとみられる。特に、マンシ
ョン着工の半数以上を占める首都圏の5月の着工は3767戸、
同90.5％もの増加であり、大規模プロジェクトの着工が始
まったようだ。

化を図り、安定し
た施工体制の基盤
を構築する。さら
に、両社の情報ネ
ットワークを活用
し、小規模から大
規模まで幅広い土
地仕入れを実現し、両者の提案力強化につなげる。
積水化学工業　住宅カンパニーは近年積極的なＭ＆Ａ
を実行している。25年５月には神奈川県横浜市の総合不
動産会社ベンハウスを買収。首都圏における不動産仕入
れや流通網の強化を図った。26年1月には北海道札幌市の
木造住宅会社のアーキテックプランニングを買収。北海
道地域の顧客ニーズに応える体制を整えた。今後もＭ＆
Ａを通じて特に仕入れ部分の強化を図る意向だ。

5月の住宅着工が3割超の大幅増に
国土交通省が公表した５月の新設住宅着工戸数は、全
体で5万7877戸、前年同月比33.9％増という大幅増加とな
った。持家、貸家、分譲住宅のすべてが増加、しかも同32
～39％増という増加である。
利用関係別では、持家は1万5708戸（同31.8％増）、貸家
は2万5175戸（同33.3％増）、分譲住宅は1万6600戸（同39.2
％増）で、すべて２カ月連続の増加。また、分譲住宅の内訳
も、マンションが6575戸（同37.6％増）、一戸建住宅が9824
戸（同38.7％増）で、ともに２カ月連続の増加だ。
こうした大幅増は前年同月の減少からの反動の意味合
いが強い。持家は長期的な減少トレンドが続いていたが、
住宅価格が下がる気配がなく、住宅ローン金利も上昇局
面に入るなか、様子見をしていた人が動き出した可能性

積水化学工業　住宅カンパニーは、ノーブルホーム（茨
城県水戸市）およびその他関連５社の全株式を取得した。
同社は2028年度を最終年度とする中期経営計画において、
新築事業の成長加速に向けたエリアマネジメントの強化
を掲げている。特に首都圏については、戸建・分譲・集合の
全領域で受注拡大を目指す「2030首都圏1.5倍戦略」を推
進している。
ノーブルホームは、注文住宅をメインとして、分譲・土
地販売・リフォーム事業を展開、年間1,000棟弱の住宅を供
給しており、注文住宅が8割を占める。
積水化学工業は、今回のノーブルホームグループの株
式取得を通じ、北関東エリアにおける鉄骨／木質系ユニ
ット住宅と木造注文住宅の両社ブランドを活用した柔軟
な提案体制の構築を目指す。また、両社が持つ施工協力
会社を相互活用し、職人不足への対応と施工時期の平準
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